
　
　二
〇
二
〇

　令
和
か
ら
の
発
信

　

―

兵
庫
の
書―

　
近
年
、
地
方
自
治
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（Civic Pride

）」
と
い
う
言
葉
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
が
意
味
す
る
も
の
は
、「
都
市
に
対
す
る
市
民
の
誇
り
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
日
本
の
「
郷

土
愛
」
と
い
っ
た
言
葉
と
似
て
い
る
が
、単
に
地
域
に
対
す
る
愛
着
を
示
す
だ
け
で
は
な
い
。
生
ま
れ
故
郷
で
な
く
て
も
、

自
分
た
ち
が
〝
ま
ち
〟
を
つ
く
り
、
動
か
し
て
い
る
と
い
う
誇
り
を
持
つ
こ
と
、
そ
う
し
た
地
域
に
住
む
一
人
一
人
の
都

市
に
対
す
る
「
愛
着
」、「
誇
り
」、「
共
感
」
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
な
の
で
あ
る
。

　「
兵
庫
の
書
」、
そ
れ
は
ま
さ
に
兵
庫
県
民
の
〝
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
象
徴
〟
に
他
な
ら
な
い
。
安
東
聖
空
や
上
田
桑

鳩
、
戦
後
展
覧
会
芸
術
と
し
て
発
展
し
た
日
本
の
書
道
文
化
を
牽
引
し
た
の
は
間
違
い
な
く
こ
う
し
た
兵
庫
の
書
家
達
で

あ
る
。
京
都
や
東
京
と
比
較
し
て
文
化
的
な
歴
史
・
土
壌
が
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
戦
後
、
文
明
開
化
の
ま
ち
神
戸
を

中
心
に
、
兵
庫
に
は
多
く
の
書
家
が
集
ま
っ
た
。
彼
ら
は
自
ら
の
手
で
、
京
都
・
東
京
に
比
肩
し
得
る
「
兵
庫
の
書
」
と

い
う
文
化
を
生
み
出
し
、
誇
り
と
力
を
持
っ
て
ま
ち
を
動
か
し
、
兵
庫
の
文
化
的
発
展
を
後
押
し
た
。
や
が
て
、
兵
庫
の

書
の
影
響
は
、
岡
山
、
広
島
と
い
っ
た
近
隣
の
都
市
に
ま
で
波
及
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
都
市
間
の
競
争
が
中
国
山
陽
の

書
道
文
化
を
醸
成
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
兵
庫
県
書
作
家
協
会
が
発
足
し
て
、
今
年
で
七
〇
年
の
年
月
が
経
過
す
る
。
こ
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
現
代
書
道
の
歴
史

で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
も
日
本
の
書
道
文
化
を
牽
引
す
る
書
家
達
が
兵
庫
に
集
ま
っ
て
い
る
。
令
和
の
新
時
代
、〝
兵
庫

の
書
〟
と
い
う
誇
り
を
胸
に
、
兵
庫
の
書
家
達
は
新
た
な
歴
史
を
築
き
あ
げ
る
の
で
あ
る
。



　
　
　
　第
一
部

　兵
庫
の
漢
字
書

　
展
覧
会
芸
術
と
し
て
発
展
し
た
現
代
書
道
に
お
い
て
、
〝
作
品
を
魅
せ
る
〟
こ
と
、
す
な
わ
ち
様
式
面
の

追
求
は
必
然
で
あ
っ
た
。
帖
学
の
伝
統
が
残
る
関
西
書
壇
に
お
い
て
は
、
王
羲
之
を
中
心
と
す
る
晋
唐
の
書

風
を
至
上
と
す
る
気
風
が
色
濃
く
残
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
、
王
鐸
、
傅
山
、
と
い
っ
た
明
清
の
書
の
力
強
さ

が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
新
し
い
書
の
カ
タ
チ
は
、
大
阪
で
発
足
し
た
日
本
書
芸
院
を
中
心
に

関
西
の
書
道
界
に
新
た
な
火
を
灯
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
木
村
知
石
、
広
津
雲
仙
、
岡
本
松
堂
と
い
っ
た
兵
庫
の
漢
字
書
家
達
は
、
当
時
書
壇
を
リ

ー
ド
し
た
他
の
漢
字
書
家
達
と
は
一
線
を
画
す
中
国
明
末
清
書
の
書
表
現
で
書
壇
を
席
捲
し
た
。
躍
動
す
る

筆
致
、
延
々
と
続
く
息
の
長
い
線
、
連
綿
の
妙
、
帖
学
の
伝
統
、
晋
唐
の
表
現
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
そ
こ
に

何
紹
基
や
張
瑞
図
、
趙
之
謙
と
い
っ
た
書
の
香
を
加
え
る
事
に
よ
り
、
装
飾
的
で
華
や
か
な
書
表
現
を
確
立

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
京
都
で
も
大
阪
で
も
な
い
、
兵
庫
の
漢
字
書
な
の
で
あ
る
。



岡
本
松
堂
一
九
一
〇―

二
〇
〇
二

お
か  

も
と  

し
ょ
う
ど
う

広
島
県
生
ま
れ
。

辻
本
史
邑
に
師
事
。

昭
和
三
五
年（
一九
六
〇
）墨
彩
会
創
立
主
宰
、

昭
和
四
四
年（
一九
六
九
）現
代
書
道
二
十
人
展
出
品
、

昭
和
五
二
年（
一九
七
七
）日
展
内
閣
総
理
大
臣
賞
。

日
展
参
与
、読
売
書
法
会
総
務
な
ど
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

二
二
〇
・
五×

六
五

墨
彩
会
蔵

本
作
か
ら
は
、倪
元
璐
に
近
い
リ
ズ
ム
を

感
じ
る
。し
か
し
な
が
ら
、そ
の
線
か
ら

は
、師
で
あ
る
辻
本
史
邑
の
影
響
で
あ
ろ

う
か
、富
岡
鉄
斎
や
あ
る
い
は
池
大
雅
と

いっ
た
書
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
。書

と
い
う
も
の
が
、筆
者
が
そ
れ
ま
で
に
学

ん
で
き
た
全
て
が
表
出
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
本
作
は
物
語
って
い
る
。

「
菜
根
譚
」

好
動
者　

雲
電
風
燈　

嗜
寂
者　

死
灰
槁
木　

須
定
雲
止
水
中　

有
鳶
飛
魚
躍
氣
象　

纔
是
有
道
的
心
體

岡
本
松
堂

お
か  

も
と  

し
ょ
う
ど
う



木
村
知
石
一
九
〇
七―

一
九
八
三

き   

む
ら　

 

ち   

せ
き

大
阪
府
生
ま
れ
。

黒
木
拝
石
に
師
事
。

昭
和
二
八
年（
一九
五
三
）玄
雲
社
創
立
、

昭
和
四
四
年（
一九
六
九
）

　
　
　
　
　

朝
日
現
代
書
道
二
十
人
展
出
品
、

昭
和
五一年（
一九
七
六
）日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。

日
展
常
務
理
事
な
ど
。



木
村
知
石

き   

む
ら　

 

ち   

せ
き

一
九
八
四
年

額
装

一
点

紙
本
墨
書

六
八×

六
九

玄
雲
社
蔵

鴛
鴦
延
壽

方
形
に
四
文
字
の
本
作
は
、分
類
上
、小

字
数
書
と
言
え
よ
う
か
。大
胆
な
滲
み

と
渇
筆
を
用
い
な
が
ら
、行
間
を
巧
み
に

操
り
紙
面
を
ま
と
め
る
。そ
の
文
字
造
形

の
根
底
に
は
、米
芾
や
王
鐸
が
見
え
隠
れ

す
る
。絶
妙
に
字
形
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、

確
か
な
技
術
を
示
し
て
い
る
。

「
鴛
鴦
延
壽
」



木
村
知
石

き   

む
ら　

 

ち   

せ
き

一
九
七
八
年

額
装

一
点

紙
本
墨
書

二
二
四
・
五×

五
二

玄
雲
社
蔵

い
わ
ゆ
る
二
尺×

八
尺
縦
に
五
文
字
の
本

作
は
、書
作
品
と
し
て
は
文
字
粒
が
大
き

い
方
だ
ろ
う
。し
か
し
な
が
ら
、字
形
に
も

線
に
も
破
綻
が
な
い
。そ
こ
に
は
、確
か
な

古
典
学
書
に
裏
付
け
さ
れ
た
仕
事
が
見

え
る
。筆
を
押
し
開
く
、息
の
長
い
運
筆

は
王
鐸
の
影
響
か
。

「
元
好
問
句
」

雲
黯
淡
花
狼
藉　
（
元
好
問
）



國
川
喜
祥
一
九
二
八―

二
〇
〇
九

く
に  

か
わ　

 

き  

し
ょ
う

山
口
県
生
ま
れ
。

広
津
雲
仙
に
師
事
。

日
展
会
友
、読
売
書
法
会
参
与
、日
本
書
芸
院
参
事
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
参
事
、墨
滴
会
参
事
、

三
滴
会
会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



二
〇
〇
九
年

掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

一
三
四×

三
四

個
人
蔵

滲
み
の
強
い
紙
に
、思
い
切
っ
た
含
墨
か
ら

落
差
の
あ
る
渇
筆
表
現
を
出
す
こ
と
で

変
化
を
付
け
て
い
る
。墨
が
少
な
く
な
っ

て
か
ら
の
、や
や
細
身
の
柔
ら
か
い
線
質
や

造
形
に
、ど
こ
と
な
く
日
本
的
な
表
現
を

感
じ
る
作
品
で
あ
る
。

「
竹
里
館
」

國
川
喜
祥

く
に  

か
わ　

 

き  

し
ょ
う

擉
坐
幽
篁
裏　

彈
琴
復
長
嘯

深
林
人
不
知　

明
月
來
相
照



一
九
九
五
年

掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

一
三
三×

三
三
・
二

個
人
蔵

漢
字
か
な
交
じ
り
書（
調
和
体
）に
分
類

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、ま
る
で
書
か
れ
て

い
る
文
言
そ
の
も
の
を
表
現
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
、細
部
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、思
い
切
っ
て
書
さ
れ
て
い
る
。震
災
直

後
に
書
か
れ
た
そ
の
精
神
性
と
表
現
は
、

ど
こ
か
墨
跡
を
見
る
思
い
が
す
る
。

「
な
に
く
そ
人
生
」
國
川
喜
祥

く
に  

か
わ　

 

き  

し
ょ
う

な
に
く
そ
人
生



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

一
三
六×

三
四

個
人
蔵

こ
の
作
か
ら
は
、良
寛・夏
目
漱
石
の
行
草

に
近
い
も
の
を
感
じ
る
。漱
石
の
行
草
の

基
盤
は
、寂
厳
や
良
寛
と
いっ
た
書
で
あ

る
。省
略
を
利
か
せ
な
が
ら
、線
を
少
な

く
見
せ
つつ
、そ
し
て
流
れ
を
生
み
出
す
。

仮
名
に
も
通
ず
る
、日
本
的
な
空
気
を
ま

と
っ
た
作
品
で
あ
る
。

「
王
維
詩
」

國
川
喜
祥

く
に  

か
わ　

 

き  

し
ょ
う

十
里
華
川
上　

年
來
足
勝
游　

雨
花
林
下
寺　

風
柳
驛
邊
桜　

漠
漠
芙
蓉
浦　

依
依
杜
若
洲　

平
生
身
外
事　

未
許
付
浮
鷗



墨
谷
鶴
村
一
九
〇
七―

一
九
七
六

す
み  

た
に　

か
く  

そ
ん

加
古
川
市
生
ま
れ
。

丹
羽
海
鶴
に
師
事
。

昭
和
三
年（
一九
二
八
）文
検
習
字
科
合
格
、

昭
和
二
四
年（
一九
四
九
）日
展
初
入
選
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
後
二
十
一回
入
選
。

武
庫
川
大
学
助
教
授
、日
本
書
芸
院
顧
問
な
ど
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

四
五×

五
一

個
人
蔵

筆
を
沈
め
た
確
か
な
運
筆
か
ら
は
、師
の

丹
羽
海
鶴
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。文
字

の
大
小
を
は
っ
き
り
と
つ
け
、「
遊
」の
シ
ン

ニョ
ウ
の
横
張
と「
僊
」の
縦
線
を
対
比
さ

せ
な
が
ら
、紙
面
右
の
余
白
に
落
款
を
入

れ
る
こ
と
で
巧
み
に
空
間
を
処
理
し
て
い

る
。

「
遊
　
僊
」

墨
谷
鶴
村

す
み  

た
に　

か
く  

そ
ん

遊
僊　
　



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

一
三
九×

三
八

個
人
蔵

本
作
は
、柔
ら
か
い
文
字
造
形
や
線
で
書

さ
れ
て
い
る
が
、ど
こ
と
な
く
洒
脱
な
富

岡
鉄
斎
の
書
を
彷
彿
さ
せ
る
。同
時
期
に

関
西
で
、ま
た
日
本
書
芸
院
と
い
う
同
じ

団
体
で
活
躍
し
た
辻
本
史
邑
の
影
響
で

あ
ろ
う
か
。本
作
に
お
け
る
、書
の
演
出

と
し
て
の
巧
拙
の
織
り
交
ぜ
方
は
注
目
に

値
し
よ
う
。

「
陸
翬
詩
」

墨
谷
鶴
村

す
み  

た
に　

か
く  

そ
ん

鶯
帰
樹
頂
繁
聲
轉　

雁
去
天
邉
細
影
斜



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

一
三
九×

三
七

個
人
蔵

本
作
か
ら
は
、王
鐸
と
いっ
た
い
わ
ゆ
る
明

末
清
初
の
行
草
書
の
影
響
が
感
じ
ら
れ

る
。辻
本
史
邑
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、当
時
、関
西
で
流
行
し
つ
つ
あ
っ
た
明

清
の
長
条
幅
の
表
現
に
、い
ち
早
く
筆
者

も
注
目
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

「
冑
山
の
歌
」

墨
谷
鶴
村

す
み  

た
に　

か
く  

そ
ん

冑
山
昨
送
我　

冑
山
今
迎
吾　

黙
数
山
陽
十
往
返　

山
翠
依
然
我
白
鬚　

故
郷
有
親
更
衰
老　

明
年
当
復
下
此
道



佐
藤
宋
石
一
九
二
一―

二
〇
〇
八

さ　

と
う　

そ
う  

せ
き

山
形
県
生
ま
れ
。

木
村
知
石
に
師
事
。

昭
和
三
七
年（
一九
六
二
）日
展
初
入
選
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
来
入
選
十
八
回
、

日
展
会
友
、読
売
書
法
会
総
務
、日
本
書
芸
院
参
与

兵
庫
県
書
作
家
協
会
顧
問
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



軸
装

一
点

紙
本
墨
書

二
二
七×

五
九

個
人
蔵

王
鐸
の
書
風
を
骨
格
に
据
え
た
作
品
だ

と
思
わ
れ
る
が
、至
る
と
こ
ろ
に
同
時
代

に
活
躍
し
た
書
家
の
影
響
も
垣
間
見
え
、

大
変
興
味
深
い
。公
募
展
を
舞
台
に
、会

派
を
超
え
た
刺
激
を
受
け
な
が
ら
練
磨

を
重
ね
た
様
子
が
窺
え
る
と
言
え
よ
う
。

「
李
白
詩
」

佐
藤
宋
石

さ　

と
う　

そ
う  

せ
き

晩
登
髙
樓
望　

木
落
雙
江
清　

寒
山
饒
積
翠　

秀
色
連
州
城

目
送
楚
雲
盡　

心
悲
胡
雁
聲　

相
思
子
可
見　

廻
首
故
人
情



納
庄
素
山
一
九
二
六―

二
〇
一
二

の
う 

し
ょ
う　

そ   

ざ
ん

高
砂
市
生
ま
れ
。

岡
本
松
堂
ら
に
師
事
。

昭
和
四一年（
一九
六
六
）日
展
初
入
選
、

　
　
　
　
　
　
　
　

  

以
来
入
選
十
四
回
、

帰
正
会
主
宰
、兵
庫
県
書
作
家
協
会
参
事
、

日
本
書
芸
院
参
与
、墨
彩
会
相
談
役
、

黎
明
書
道
会
会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



屏
風
装

一
点

紙
本
墨
書

一
三
九×

四
九×

二

個
人
蔵

二
曲
一
隻
屏
風
の
第
一
扇
と
第
二
扇
、そ
れ

ぞ
れ
の
上
部
に
大
き
く
一字
ず
つ
、そ
れ
ぞ

れ「
龍
」「
虎
」を
大
書
し
て
配
し
、独
自

の
構
成
で
ま
と
め
る
。宋
代
の
古
典
が
骨

格
に
見
え
る
が
、直
線
的
な
キ
レ
の
あ
る

表
情
は
、張
瑞
図
や
倪
元
璐
の
影
響
を
思

わ
せ
る
。

「
龍
　
虎
」

納
庄
素
山

の
う 

し
ょ
う　

そ   

ざ
ん

龍
虎



樋
口
尾
山
一
八
九
五―

一
九
八
七

ひ   

ぐ
ち　

 

び    

ざ
ん

加
古
郡
尾
上
村
生
ま
れ
。

近
藤
雪
竹
に
師
事
。

大
正
一三
年（
一九
二
四
）文
検
習
字
科
合
格
、

昭
和
三一年（
一九
五
六
）水
茎
会
結
成
、

昭
和
四
二
年（
一九
六
七
）兵
庫
県
文
化
賞
。

武
庫
川
女
子
大
学
教
授
な
ど
。



額
装

一
点

彩
箋
墨
書

三
三×

一
〇
六
・
五

黎
明
書
道
会
蔵

羊
毛
筆
に
た
っ
ぷ
り
と
墨
を
含
ま
せ
、ふ

く
よ
か
な
線
で
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
す
る
。

あ
た
か
も
円
相
の
よ
う
に
窓
を
描
き
、そ

の
中
に一
文
字
ず
つ
配
置
し
て
い
る
。扁
額

形
式
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
さ
れ
た
本
作
か

ら
は
、洒
脱
な
現
代
的
な
書
作
品
の
趣
を

感
じ
る
。

「
雪
月
花
」

樋
口
尾
山

ひ   

ぐ
ち　

 

び    

ざ
ん

雪
月
花



額
装

一
点

彩
箋
墨
書

六
七
・
五×

三
一
・
五

黎
明
書
道
会
蔵

楊
峴
の
影
響
を
思
わ
せ
る
隷
書
作
品
で

あ
る
。関
西
で
明
末
清
初
の
長
条
幅
に

倣
っ
た
行
草
書
が
流
行
の
兆
し
を
見
せ
つ

つ
あ
っ
た
が
、行
草
書
の
み
な
ら
ず
、隷
書

に
お
い
て
も
清
朝
の
風
が
注
目
さ
れ
て
い

た
様
子
が
窺
い
知
れ
る
。

「
黎
　
明
」

樋
口
尾
山

ひ   

ぐ
ち　

 

び    

ざ
ん

黎
明



廣
津
雲
仙
一
九
一
〇―

一
九
八
九

ひ
ろ　
つ　

  

う
ん  

せ
ん

長
崎
県
生
ま
れ
。

辻
本
史
邑
に
師
事
。

昭
和
二
九
年（
一九
五
四
）墨
滴
会
主
宰
、

昭
和
四
三
年（
一九
六
八
）日
展
内
閣
総
理
大
臣
賞
、

昭
和
四
七
年（
一九
七
二
）日
本
芸
術
院
賞
。

日
展
常
務
理
事
、中
京
大
学
教
授
な
ど
。



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

二
二
一×

七
二

個
人
蔵

北
宋
の
第
八
代
皇
帝
で
あ
る
徽
宗
が
考

案
し
た
と
さ
れ
る
、「
痩
金
体
」を
思
わ
せ

る
書
風
で
あ
る
。廣
津
雲
仙
の
楷
書
は
、

鄭
道
昭
風
が
代
名
詞
の
よ
う
に
語
ら
れ

る
が
、本
作
を
見
る
と
そ
れ
だ
け
に
止
ま

ら
ず
、多
種
多
様
な
書
風
に
触
れ
て
い
た

様
子
が
窺
い
知
れ
る
。

「
高
青
邱
詩
」

廣
津
雲
仙

ひ
ろ　
つ　

  

う
ん  

せ
ん

山
游
期
屡
阻　

風
雨
過
今
春　

偶
遂
林
泉
賞　

仍
同
里
開
親　

極
重
迷
卓
午　

華
盡
謝
芳
展　

事
註
非
前
代　

僧
逢
是
故
人

金
精
銷
虎
氣　

寶
藏
衛
龍
神　

妖
魄
憐
埋
玉　

仙
詩
看
勤
珉　

季
登
厨
有
供　

邨
遠
寺
無
鄰　

池
古
寒
泉
定　

林
喧
夏
果
新

井
名
猶
記
羽　

楼
姓
尚
題
陳　

歩
策
方
循
澗　

廻
橈
己
待
津　

縁
雖
喧
寂
異　

忘
本
去
来
均　

摩
壁
追
髙
韻　

應
慙
繼
後
麈



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

二
二
六×

三
三×

二

個
人
蔵

廣
津
雲
仙
の
行
草
書
と
言
え
ば
、張
瑞
図

が
真
っ
先
に
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。本
作
も
ま

た
、右
上
が
り
の
直
線
を
主
体
と
し
た
張

瑞
図
風
の
造
形
に
、王
鐸
を
思
わ
せ
る
右

回
転
や
息
の
長
い
連
綿
線
を
融
合
し
た
、

雲
仙
の
面
目
躍
如
た
る
優
品
で
あ
る
。

「
高
青
邱
詩
」

廣
津
雲
仙

ひ
ろ　
つ　

  

う
ん  

せ
ん

何
處
可
徘
徊　

林
間
共
水
隈　

夜
歸
家
犬
識　

春
睡
野
禽
催　

有
地
唯
栽
薬　

無
村
不
見
梅　

興
來
慙
独
飲　

時
喚
老
農
陪

居
似
臨
卭
宅　

耕
非
鄠
杜
田　

已
償
輪
税
米　

未
覓
売
文
銭　

把
巻
憐
長
日　

看
花
愧
少
年　

翛
然
閉
門
處　

楊
柳
桔
槹
辺

晨
妝
出
采
芳　

零
露
濕
紅
裳　

種
徙
山
中
品　

熏
傳
海
外
方　

抱
筐
歸
蕙
徑　

焚
鼎
薦
蘭
堂　

未
足
娯
君
寝　

西
施
體
自
香



藤
本
士
啓
一
九
二
三―

一
九
八
九

ふ
じ  

も
と　

 

し   

け
い

大
阪
府
生
ま
れ
。

木
村
知
石
に
師
事
。

日
展
会
員
、日
本
書
芸
院
常
務
理
事
、

読
売
書
法
会
理
事
、玄
燿
書
道
会
副
理
事
長
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
参
事
な
ど
の
要
職
を
努
め
る
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

二
一
・
五×

一
二
二
・
五

個
人
蔵

横
長
の
扁
額
形
式
で
重
心
を
高
く
し
、脚

部
を
明
る
く
ま
と
め
る
。極
限
に
ま
で
文

字
の
造
形
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、文
字
性
を

失
っ
て
い
な
い
点
は
古
典
学
書
の
裏
付
け

が
あ
っ
て
の
も
の
だ
ろ
う
。師・木
村
知
石

と
は
対
照
的
に
連
綿
を
切
り
な
が
ら
も
、

横
への
流
れ
を
演
出
し
て
い
る
。

「
壺
中
天
地
乾
坤
外
」

藤
本
士
啓

ふ
じ  

も
と　

 

し   

け
い

壺
中
天
地
乾
坤
外



額
装

一
点

紙
本
墨
書

三
五
・
五×

六
三
・
五

個
人
蔵

師・木
村
知
石
の
影
響
を
強
く
漂
わ
せ
る

作
品
で
あ
る
。中
央
の「
暖
」の
字
で
、横

線
を
大
き
く
利
か
せ
な
が
ら
渇
筆
気
味

に
す
る
こ
と
で
奥
行
き
を
出
し
、隣
の

「
中
」の
字
の
長
い
縦
線
と
対
比
さ
せ
て
い

る
。師
匠
譲
り
の
造
形
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
作
品
。

「
世
情
冷
暖
杯
中
酒
」
藤
本
士
啓

ふ
じ  

も
と　

 

し   

け
い

世
情
冷
暖
杯
中
酒



山
根
溪
石
一
九
二
七―

一
九
九
九

や
ま　

ね　

 

け
い  

せ
き

鳥
取
県
生
ま
れ
。

石
橋
犀
水・木
村
知
石
に
師
事
。

日
展
審
査
員
、読
売
書
法
展
企
画
委
員
、

日
本
書
芸
院
董
事
、玄
燿
書
道
会
会
長
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

五
五×

六
九
・
五

玄
燿
書
道
会
蔵

山
根
渓
石
と
言
え
ば
、師・木
村
知
石
譲

り
の
行
草
書
に
加
え
、本
作
の
よ
う
な
木

簡
調
の
作
品
が
有
名
で
あ
り
、毎
日
系
や

謙
慎
系
の
木
簡
調
と
は
異
な
る
、独
自
の

境
地
を
切
り
開
い
た
。本
作
か
ら
も
、紙

面
全
体
に
ほ
と
ば
し
る
、揺
る
ぎ
な
い
引

き
締
ま
っ
た
空
間
に
、筆
者
の
気
迫
を
感

じ
る
。

「
規
億
載
」

山
根
溪
石

や
ま　

ね　

 

け
い  

せ
き

規
億
載



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

二
二×

五
〇

玄
燿
書
道
会
蔵

扇
面
形
の
書
作
品
は
よ
く
目
に
す
る
が
、

単
に
扇
面
形
の
紙
に
書
し
た
だ
け
の
も
の

と
、形
だ
け
で
な
く
扇
の
骨
に
合
わ
せ
た

折
れ
目
の
あ
る
紙
に
書
し
た
も
の
と
が
あ

る
。本
作
は
、よ
く
観
察
す
る
と
折
れ
目

の
あ
る
状
態
で
書
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
折
れ
目
が
、独
特
な
風
合
い
を
醸
し

出
し
、一
種
異
な
る
線
の
強
さ
を
引
き
出

し
て
い
る
。

「
飛
　
螢
」

山
根
溪
石

や
ま　

ね　

 

け
い  

せ
き

飛
螢



廣
津
岱
雲
一
九
四
三―

二
〇
一
一

ひ
ろ　

 

つ　

  

た
い  

う
ん

兵
庫
県
生
ま
れ
。

広
津
雲
仙
に
師
事
。

平
成
元
年（
一九
八
九
）墨
滴
会
会
長
、

日
展
会
員
、読
売
書
法
会
常
任
理
事
、

日
本
書
芸
院
董
事
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
参
事
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

二
三
六×

七
〇

個
人
蔵

父
で
も
あ
る
師・廣
津
雲
仙
と
は
対
照
的

に
、非
連
綿
の
単
体
表
現
の
み
で
書
し
て

い
る
。一
見
し
て
、劉
墉
の
書
風
を
基
盤
に

し
て
い
る
こ
と
が
明
確
な
作
で
あ
る
が
、

そ
の
強
い
線
か
ら
は
木
簡
に
通
ず
る
筆
意

も
感
じ
る
。そ
の
学
書
の
幅
か
ら
は
、雲

仙
と
は
ま
た
異
な
る
方
向
の
書
を
模
索

し
て
い
た
様
子
も
窺
え
、興
味
深
い
。

「
高
青
邱
詩
」

廣
津
岱
雲

ひ
ろ　

 

つ　

  

た
い  

う
ん

登
城
望
神
州　

風
塵
暗
淮
楚

江
山
帶
睥
睨　

烽
火
接
樓
櫓

并
呑
何
時
休　

百
骨
易
寸
土　

向
來
禾
黍
地　

雨
露
長
榛
莽　

不
見
征
戰
場　

那
知
邊
人
苦　

馬
驚
西
風
笳　

鳥
散
落
日
鼓　

鳴
鳴
城
下
水　

流
恨
自
今
古



劉
　
蒼
居
一
九
四
一―

二
〇
〇
六

り
ゅ
う　
　
　

そ
う  

き
ょ

香
川
県
ま
れ
。

木
村
知
石
に
師
事
。

昭
和
六一年（
一九
八
六
）書
道
研
究
玄
心
会
理
事
長
、

平
成
一五
年（
二
〇
〇
三
）日
展
内
閣
総
理
大
臣
賞
、

平
成
一八
年（
二
〇
〇
六
）日
本
芸
術
院
賞
。

日
展
理
事
、読
売
書
法
会
常
任
理
事
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
会
長
な
ど
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

二
二
八×

六
七
・
五

玄
心
会
蔵

師・木
村
知
石
の
書
が
基
盤
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
も
の
の
、独
自
の
世
界
を
構
築
し

て
い
る
。特
に
、暢
達
し
た
息
の
長
い
線

は
、凄
味
を
封
じ
込
め
た
か
の
よ
う
な
強

さ
を
有
し
て
お
り
、圧
巻
の一
言
で
あ
る
。

師
と
同
じ
く
、米
芾
や
王
鐸
が
根
幹
に
は

あ
る
の
だ
ろ
う
が
、木
簡
に
も
通
ず
る
よ

う
な
筆
意
が
見
え
、幅
広
い
学
書
の
跡
が

窺
え
る
。

「
沐
佛
護
」

劉
　
蒼
居

り
ゅ
う　
　
　

そ
う  

き
ょ

沐
佛
護



　
　
　
　第
二
部

　兵
庫
の
仮
名
書

　
日
展
に
第
五
科
（
書
）
が
加
わ
り
、
以
後
展
覧
会
芸
術
と
し
て
書
は
開
化
し
て
い
く
。
仮
名
書
に
お
い
て
は
、

従
前
ま
で
の
帖
・
巻
子
と
い
っ
た
細
字
中
心
の
机
上
芸
術
か
ら
、
額
装
を
中
心
と
し
た
大
字
と
い
う
新
様
式
が
勃

興
し
、
壁
面
芸
術
へ
と
展
開
し
た
。
つ
ま
り
、
現
代
書
道
に
お
け
る
仮
名
書
と
は
、
新
た
な
る
表
現
・
可
能
性
追

求
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
最
前
線
を
走
り
、
今
日
ま
で
へ
と
至
る
仮
名
書
の
道
を
切
り
開
い
た
先
達

こ
そ
、
兵
庫
の
仮
名
書
家
達
に
他
な
ら
な
い
。

　
歌
と
仮
名
書
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
現
代
仮
名
書
道
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
安
東
聖
空
。
現
代
仮
名
書
道

に
お
け
る
〝
間
〟
の
美
学
を
探
求
し
、
名
伯
楽
と
し
て
多
く
の
書
家
を
育
て
上
げ
た
桑
田
笹
舟
。
和
様
の
複
雑
形

と
仮
名
古
筆
の
美
を
巧
み
に
調
和
さ
せ
、
大
字
仮
名
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
開
拓
し
た
深
山
龍
洞
。
古
典
の
伝
統
と
現

代
的
表
現
と
の
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
よ
り
、
大
字
仮
名
表
現
を
新
た
な
領
域
に
推
し
進
め
た
西
谷
卯
木
。
兵

庫
の
仮
名
書
の
歴
史
と
は
、
現
代
仮
名
書
道
の
歴
史
そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
兵
庫
の
仮
名
書
と
は
、
ま
さ
に
私
達
の
「
伝
統
」
で
あ
り
「
誇
り
」
で
あ
る
。



安
東
聖
空
一
八
九
三―

一
九
八
三

あ
ん  

ど
う　

せ
い  

く
う

姫
路
市
生
ま
れ
。

近
藤
雪
竹
に
師
事
。

大
正
九
年（
一九
二
〇
）文
検
習
字
科
合
格
、

大
正
一四
年（
一九
二
五
）正
筆
会
創
立
、

昭
和
三
六
年（
一九
六一）日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。

日
本
芸
術
院
会
員
、文
化
功
労
者
な
ど
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

三
八
・
五×

一
五
四

正
筆
会
蔵

い
わ
ゆ
る
条
幅
横
和
歌
一
首
の
作
品
と
し

て
、一つ
の
典
型
的
な
書
式
を
示
す
。短
い

行
を
駆
使
し
た
散
し
書
き
に
、「
継
色

紙
」学
書
の
明
確
な
痕
跡
が
認
め
ら
れ

る
。や
や
高
め
の
特
徴
的
な
落
款
印
の
位

置
が
、作
品
の
大
き
さ
を
演
出
し
て
い
る
。

「
天
地
」

安
東
聖
空

あ
ん  

ど
う　

せ
い  

く
う

天
地
の
は
じ
め
ゆ
光
る
川
底
の

こ
い
し
を
あ
ら
ふ
五
十
鈴
川
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
詠
）



額
装

一
点

彩
箋
墨
書

一
五×

三
二

正
筆
会
蔵

唐
紙
の
扇
面
に
和
歌
一首
を
散
し
書
き
す

る
。一
見
し
て
仮
名
書
作
品
と
し
て
の
格

調
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
つ
つ
も
、変
体
仮

名
を
全
く
用
い
て
い
な
い
事
に
驚
か
さ
れ

る
。安
東
聖
空
晩
年
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

も
あ
っ
た
、「
可
読
性
」へ
の
挑
戦
の一
端
が

垣
間
見
え
る一作
。

「
千
鳥
」

安
東
聖
空

あ
ん  

ど
う　

せ
い  

く
う

誰
が
年
の
数
と
か
は
見
む
行
き
か
へ
り

千
鳥
な
く
な
る
濱
の
ま
さ
ご
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紀
貫
之
）



池
内
艸
舟
一
九
一
四―

一
九
九
三

い
け  

う
ち  

そ
う 

し
ゅ
う

明
石
市
生
ま
れ
。

桑
田
笹
舟
に
師
事
。

昭
和
一三
年（
一九
三
八
）文
検
習
字
科
合
格
、

昭
和
四
五
年（
一九
七
〇
）日
展
審
査
員
、

昭
和
五
五
年（
一九
八
〇
）兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
。

日
展
評
議
員
、読
売
書
法
会
総
務
な
ど
の

要
職
を
務
め
る
。



額
装

一
点

彩
箋
墨
書

六
六×

四
二

個
人
蔵

重
心
を
紙
面
の
上
部
に
高
く
集
め
な
が

ら
、そ
の
対
比
で
下
部
の
余
白
の「
白
」を

鮮
烈
に
引
き
立
て
る
。現
代
的
散
ら
し
書

き
の
優
品
。あ
た
か
も
題
名
の
如
く
、「
上

弦
の
月
」を
意
識
し
た
か
の
よ
う
な
洒
脱

な「
月
」の
造
形
が
お
も
し
ろ
い
。

「
上
弦
の
月
」

池
内
艸
舟

い
け  

う
ち  

そ
う 

し
ゅ
う

上
弦
の
月
いつ
ま
で
も
夕
は
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柳
白
）



額
装

一
点

紙
本
墨
書

一
七
〇×

四
六

個
人
蔵

縦
線
、お
よ
び
縦
へ
の
動
き
が
主
体
で
あ

る
仮
名
作
品
に
お
い
て
、強
い
右
上
が
り

の
横
線
が
印
象
的
な
作
品
。半
切
二
行
書

き
と
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ス
タ
イ
ル
で

あ
り
な
が
ら
、大
胆
に
行
間
を
絡
め
る
こ

と
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
仕
上
が
り
を
見

せ
る
。

「
春
の
苑
」

池
内
艸
舟

い
け  

う
ち  

そ
う 

し
ゅ
う

春
の
苑
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花

下
照
る
道
に
出
で
立
つ
少
女

　
　
　
　
　

 

（
大
伴
家
持
）



小
澤
神
魚
一
八
九
八―

一
九
九
四

お   

ざ
わ　

し
ん  

ぎ
ょ

山
梨
県
生
ま
れ
。

安
東
聖
空
に
師
事
。

昭
和
八
年（
一九
三
三
）文
検
習
字
科
合
格
、

正
筆
会
副
会
長・理
事
長
、日
展
会
員
、

読
売
書
法
会
名
誉
会
員
、梅
花
女
子
大
学
教
授
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
顧
問
、日
本
書
芸
院
参
事

な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

六
八
・
五×

三
四
・
五

個
人
蔵

「
連
綿
」は
、仮
名
書
の
最
大
の
特
徴
で
あ

り
原
動
力
で
あ
る
。本
作
は
、冒
頭
か
ら

大
胆
な
非
連
綿（
放
ち
書
き
）の
手
法
を

用
い
、独
特
な
リ
ズ
ム
を
刻
む
。氏
が
深
く

学
ん
だ
、「
関
戸
本
古
今
集
」と
良
寛
の

書
風
の
融
合
と
で
も
言
う
べ
き
世
界
で
あ

る
。

「
あ
し
べ
ゆ
く
」

小
澤
神
魚

お   

ざ
わ　

し
ん  

ぎ
ょ

あ
し
べ
ゆ
く
鴨
の
は
が
ひ
に
霜
降
り
て

寒
き
夕
べ
は
大
和
し
お
も
ほ
ゆ



額
装

一
点

紙
本
墨
書

一
三
九×

三
七

個
人
蔵

滲
み
の
強
い
素
紙
に
淡
墨
で
書
く
こ
と

で
、潤
渇
を
大
胆
に
用
い
た
作
品
。二
行

目
の
伸
び
や
か
に
、緩
や
か
に
左
に
張
り

出
す
渇
筆
が
魅
力
的
で
あ
る
。氏
が
傾

倒
し
た
良
寛
の
影
響
が
や
は
り
強
く
窺

え
る
が
、連
綿
の
リ
ズ
ム
に
は「
関
戸
本
古

今
集
」の
影
響
が
看
取
で
き
る
。

「
笹
の
葉
は
」

小
澤
神
魚

お   

ざ
わ　

し
ん  

ぎ
ょ

笹
の
葉
は
み
山
も
さ
や
に

さ
や
げ
ど
も
わ
れ
は
妹
お
も
ふ

わ
か
れ
来
ぬ
れ
ば



額
装

一
点

彩
箋
墨
書

三
七×

四
九

個
人
蔵

氏
が
深
く
傾
倒
し
た
良
寛
書
風
の
学
び

が
、そ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
様
々
な
古
筆
の

書
風
と
融
合
し
、氏
独
自
の
世
界
観
を
形

成
し
て
い
る
。特
に
、「
関
戸
本
古
今
集
」

を
学
ん
だ
こ
と
に
よ
る
強
い
転
折
と
行
の

揺
れ
と
が
相
俟
っ
て
、大
ら
か
な
静
け
さ

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

「
東
の
」

小
澤
神
魚

お   

ざ
わ　

し
ん  

ぎ
ょ

ひ
む
が
し
の
の
に
か
ぎ
ろ
ひ
の

た
つ
み
え
て
か
へ
り
み
す
れ
ば

月
か
た
ぶ
き
ぬ



桑
田
笹
舟
一
九
〇
〇―

一
九
八
九

く
わ   

た　

 

さ
さ  

ふ
ね

広
島
県
生
ま
れ
。

安
東
聖
空
に
師
事
。

昭
和
三一年（
一九
五
六
）現
代
書
道
二
十
人
展
出
品
、

昭
和
四
五
年（
一九
七
〇
）日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。

昭
和
五
七（
一九
八
二
）皇
太
子
妃
殿
下
への
御
進
講
。

日
展
理
事
、書
道
笹
波
会
会
長
な
ど
。



額
装

一
点

彩
箋
墨
書

三
二×

五
三

神
戸
笹
波
会
蔵

複
雑
形
を
多
用
し
な
が
ら
も
縦
線
を

し
っ
か
り
利
か
し
、ま
た
連
綿
と
非
連
綿

（
放
ち
書
き
）の
対
比
に
よ
っ
て
す
っ
き
り

と
紙
面
を
ま
と
め
る
。藤
の
絵
柄
に
合
わ

せ
る
よ
う
に
重
心
を
高
く
し
、伝
統
的
な

扇
面
書
式
の
特
徴
を
生
か
し
た
優
品
。

「
ふ
る
さ
と
は
」

桑
田
笹
舟

く
わ   

た　

 

さ
さ  

ふ
ね

ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
ひ
て

言
ふ
こ
と
な
し
ふ
る
さ
と
の

山
は
あ
り
が
た
き
か
な

　
　
　
　
　
（
石
川
啄
木
）



額
装

一
点

彩
箋
墨
書

四
二×

六
四

神
戸
笹
波
会
蔵

俵
屋
宗
達
下
絵
・
本
阿
弥
光
悦
書
の
和

歌
巻
を
思
わ
せ
る
、大
ぶ
り
な
絵
柄
の
料

紙
に
、濃
墨
で「
十
五
番
歌
合
」や「
正
倉

院
万
葉
仮
名
文
書
」の
影
響
を
感
じ
さ

せ
る
複
雑
形
の
草
仮
名
で
書
し
て
い
る
。

笹
舟
の
代
名
詞
と
も
言
う
べ
き
書
風
の

特
徴
を
示
す
作
品
。

「
こ
こ
ろ
」

桑
田
笹
舟

く
わ   

た　

 

さ
さ  

ふ
ね

わ
が
し
の
ぶ
同
じ
こ
こ
ろ
の
友
も
が
な

そ
の
数
数
を
言
ひ
出
で
て
み
む

　
　
　
　
　
　
　

  

（
後
村
上
天
皇
）



桑
田
三
舟
一
九
二
七―

二
〇
一
〇

く
わ   

た　

  

さ
ん 

し
ゅ
う

神
戸
市
生
ま
れ
。

桑
田
笹
舟
に
師
事
。

平
成
二
年（
一九
九
〇
）書
道
笹
波
会
会
長
就
任
、

平
成
一一年（
一九
九
九
）日
展
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
、

平
成
一四
年（
二
〇
〇
二
）日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。

日
展
参
事
、読
売
書
法
会
常
任
総
務
な
ど
。



額
装

一
点

彩
箋
墨
書

五
六×

七
六

神
戸
笹
波
会
蔵

桑
田
笹
舟
の
提
唱
し
た「
三
角
法
構
成
」

の
理
論
に
則
っ
た
正
攻
法
の
散
ら
し
書
き

を
、料
紙
の
下
絵
に
調
和
さ
せ
た
作
品
。

横
張
が
強
い
特
徴
的
な
字
形
だ
が
、決
し

て
縦
へ
の
流
れ
を
損
な
っ
て
は
い
な
い
。筆

者
は
、作
品
に
押
す
落
款
印
に
も
独
特
な

こ
だ
わ
り
を
見
せ
た
と
い
う
。

「
雪
月
花
」

桑
田
三
舟

く
わ   

た　

  

さ
ん 

し
ゅ
う

雪
き
え
て
う
ら
め
づ
ら
し
き
初
草
の

は
つ
か
に
野
辺
も
春
め
き
に
け
り

　
　
　
　

 

（
式
子
内
親
王
）他
二
首



額
装

一
点

彩
箋
墨
書

三
六×

五
四

神
戸
笹
波
会
蔵

近
代
詩
文
書
的
な
タ
ッ
チ
を
想
起
さ
せ

る
、言
わ
ば「
仮
名
の
小
字
数
書
」で
あ

る
。し
か
し
な
が
ら
、「
た
」字
に
は「
太
」

と
い
う
字
母
意
識
が
色
濃
く
見
え
、仮
名

学
書
に
よ
る
裏
付
け
を
感
じ
さ
せ
る
。ま

た
こ
の
書
式
は
、明
ら
か
に
仮
名
の
散
ら

し
書
き
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

「
ほ
た
る
」

桑
田
三
舟

く
わ   

た　

  

さ
ん 

し
ゅ
う

ほ
た
る
草



小
山
素
洞
一
九
一
六―

二
〇
一
一

こ    

や
ま　

 

そ　

 

ど
う

加
古
川
市
生
ま
れ
。

深
山
龍
洞
に
師
事
。

平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
）

日
本
書
学
研
究
会
一
先
会
設
立
、

日
展
参
与
、読
売
書
法
会
参
事
、

日
本
書
芸
院
顧
問
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



屏
風

一
点

紙
本
墨
書

一
三
八×

三
四
・
五×

六

個
人
蔵

深
山
龍
洞
が
開
拓
し
た「
複
雑
形
の
仮

名
美
」の
世
界
を
氏
は
継
承
し
、さ
ら
に

そ
の
世
界
を
広
げ
た
。佐
理
書
状
と
いっ

た
も
の
の
み
に
止
ま
ら
ず
、そ
の
学
書
の

対
象
は
、王
鐸
と
いっ
た
明
末
清
初
の
中

国
の
書
に
ま
で
及
ん
だ
と
い
う
。本
作
か

ら
も
そ
う
し
た
姿
勢
が
窺
い
知
れ
る
。

「
一
つ
松
」

小
山
素
洞

こ    

や
ま　

 

そ　

 

ど
う

一つ
松
い
く
よ
か
へ
ぬ
る
吹
く
風
の

　

聲
の
清
き
は
年
ふ
か
み
か
も　
　
　
　
　

 

（
市
原
王
）

む
め
が
香
に
た
ぐ
へ
て
聞
け
ば
鴬
の
聲

　

懐
か
し
き
春
の
や
ま
ざ
と　
　
　
　
　

 

（
西
行
法
師
）

夏
山
に
こ
ひ
し
き
人
や
い
り
に
け
む

　

こ
ゑ
ふ
り
た
てゝ
鳴
く
ほ
と
ぎゝ
す　
（
よ
み
人
し
ら
ず
）

女
郎
花
秋
野
風ゝ
に
打
ち
靡
き

　

こゝ
ろ
ひ
と
つ
を
誰
に
よ
す
ら
む　
　
　

 
（
藤
原
時
平
）

落
ば
し
て
庭
は
冬
木
の
こ
が
ら
し
の

　

よ
も
す
が
ら
な
る
月
明
か
な　
　
　
　

 

（
太
田
水
穂
）

春
は
花
夏
ほ
と
ぎゝ
す
秋
は
月

　

冬
雪
さ
え
て
す
しゞ
か
り
け
り　

 　
　

 （
道
元
禅
師
）



西
谷
卯
木
一
九
〇
四―

一
九
七
八

に
し  

た
に　

 

う    

ぼ
く

神
戸
市
生
ま
れ
。

安
東
聖
空
に
師
事
。

昭
和
六
年（
一九
三一）文
検
習
字
科
合
格
、

昭
和
四
三
年（
一九
六
八
）現
代
書
道
二
十
人
展
出
品
、

昭
和
四
八
年（
一九
七
三
）日
展
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
。

日
展
評
議
員
、正
筆
会
会
長
な
ど
。



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

一
三
二×

三
二

成
田
山
書
道
美
術
館
蔵

近
藤
雪
竹
に
学
ん
だ
と
い
う
漢
字
学
書

の
成
果
が
、本
作
の
持
つ
線
の
強
さ
か
ら

看
取
で
き
る
。こ
れ
だ
け
横
線
を
利
か
せ

な
が
ら
も
、縦
へ
の
流
れ
を
損
な
っ
て
い
な

い
作
者
の
セ
ン
ス
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。素

紙
に
淡
墨
と
い
う
卯
木
の
作
品
に
よ
く

見
ら
れ
る
表
現
だ
が
、柔
ら
か
さ
の
中
に

強
さ
を
内
包
し
た
作
で
あ
る
。

「
秋
の
風
」

西
谷
卯
木

に
し  

た
に　

 

う    

ぼ
く

大
門
の
礎
こ
け
に
埋
れ
て

七
堂
伽
藍
た
秋ゝ
の
か
せ



額
装

一
点

彩
箋
墨
書

三
六
・
二×

一
〇
〇
・
二

成
田
山
書
道
美
術
館
蔵

卯
木
の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い
る「
右
下

が
り
の
世
界
」を
、遺
憾
な
く
発
揮
し
た

優
品
。右
下
が
り
の
横
線
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
広
や
か
な
間
が
、画
数
の
多
い

漢
字
を
、単
純
形
が
主
体
で
あ
る
仮
名
の

中
に
上
手
く
調
和
さ
せ
て
い
る
。連
綿
と

非
連
綿（
放
ち
書
き
）の
効
果
的
な
対
比

が
印
象
的
な
作
で
あ
る
。

「
高
麗
人
は
」

西
谷
卯
木

に
し  

た
に　

 

う    

ぼ
く

高
麗
人
は
内
裏
に
参
り
て
鴻
臚
館

あ
し
た
静
か
に
牡
丹
花
ち
る

　
　
　
　
　
　
　

 

（
佐
佐
木
信
綱
）



宮
重
小
蘭
一
九
二
四―

二
〇
一
八

み
や  

し
げ　

し
ょ
う
ら
ん

神
戸
市
生
ま
れ
。

深
山
龍
洞
に
師
事
。

昭
和
五一年（
一九
七
六
）一蘭
社
創
立
。

日
展
会
員
、日
本
書
芸
院
参
事
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

八
三×

一
六
〇

兵
庫
県
立
美
術
館
王
子
分
館

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
蔵

複
雑
形
と
単
純
形
の
造
形
美
が
、見
事
に

調
和
し
た
作
品
。現
代
仮
名
書
道
の
作

品
と
し
て
、洗
練
さ
れ
た
様
式
美
を
備
え

て
い
る
。深
山
龍
洞
が
開
拓
し
た「
複
雑

形
の
仮
名
美
」の
世
界
は
、こ
こ
に
も
継
承

さ
れ
て
い
る
。女
流
ら
し
い
柔
ら
か
さ
が

加
味
さ
れ
、独
自
の
世
界
を
展
開
す
る
。

「
夕
さ
れ
ば
」

宮
重
小
蘭

み
や  

し
げ　

し
ょ
う
ら
ん

夕
さ
れ
ば

を
ぐ
ら
の
山
に

鳴
く
鹿
の

こ
よ
ひ
は
な
か
ず

い
ね
に
け
ら
し
も



掛
幅
装

一
幅

彩
箋
墨
書

二
六×

一
五

個
人
蔵

一
見
し
て「
香
紙
切
」の
有
す
る
、「
細
身
」

と「
流
動
」の
世
界
観
を
彷
彿
さ
せ
る
が
、

決
し
て
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。大
字
仮
名

で
鍛
え
た
直
線
を
加
味
し
な
が
ら
、紙
面

の
右
に
全
体
を
大
き
く
寄
せ
、緊
張
感
の

あ
る
凛
と
し
た
空
間
を
構
築
し
て
い
る
。

「
い
は
ば
し
る
」

宮
重
小
蘭

み
や  

し
げ　

し
ょ
う
ら
ん

い
は
ば
し
る

た
る
み
の
う
へ
の

さ
わ
ら
び
の

も
え
い
づ
る
は
る
に

な
り
に
け
る
か
も



深
山
龍
洞
一
九
〇
三―

一
九
八
〇

み    

や
ま  

り
ゅ
う
ど
う

津
名
郡
仮
屋
町
生
ま
れ
。

桑
田
笹
舟
に
師
事
。

昭
和
一四
年（
一九
三
九
）文
検
習
字
科
合
格
、

昭
和
二
三
年（
一九
四
八
）一東
書
道
会
創
立
、

昭
和
五
〇
年（
一九
七
五
）日
展
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
。

日
展
評
議
員
、朝
日
現
代
書
道
二
十
人
展
出
品
な
ど
。



一
九
六
一
年

屏
風

一
点

紙
本
墨
書

日
展
菊
花
賞
受
賞
作

五
四×

八
九×

二

兵
庫
県
立
美
術
館
蔵

龍
洞
と
言
え
ば
、「
紫
式
部
集
抄
」に
代

表
さ
れ
る「
関
戸
本
古
今
集
」書
風
に
よ

る
作
風
か
ら
、本
作
に
代
表
さ
れ
る
佐
理

書
状
を
ベ
ー
ス
に
し
た
作
風
へ
の
、劇
的
と

も
言
え
る
転
換
が
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
語

ら
れ
る
。対
極
と
も
言
え
る
そ
の
書
風
の

「
転
換
」と
言
う
か
、あ
る
種
の「
融
合
」

は
、天
才・龍
洞
の
セ
ン
ス
と
人
並
み
外
れ

た
修
練
を
以
っ
て
し
て
初
め
て
成
し
得
た

業
で
あ
ろ
う
。

「
万
葉
長
歌
並
び
に
反
歌
」

深
山
龍
洞

み    

や
ま  

り
ゅ
う
ど
う

御
食
む
か
ふ　

あ
は
ぢ
の
島
に　

た
ゞ
む
か
ふ　

敏
馬
の
う
ら
の　

沖
邊
に
は　

ふ
か
み
る
と
り　

浦
回
に
は　

名
告
藻
か
る　

深
海
松
の　

見
ま
く
ほ
し
け
ど　

な
の
り
そ
の　

己
が
名
惜
し
み　

間
使
も　

遣
ら
ず
て
吾
は　

い
け
り
と
も
な
し

反
哥
一
首

す
ま
の
あ
ま
の
塩
焼
衣
の
馴
れ
な
ば
か

一
日
も
君
を
忘
れ
て
思
は
む



山
口
南
艸
一
九
三
一―

二
〇
〇
四

や
ま 

ぐ
ち　

な
ん 

そ
う

神
戸
市
生
ま
れ
。

桑
田
笹
舟・池
内
艸
舟
に
師
事
。

書
道
草
心
会
創
設
、日
展
会
員
、

読
売
書
法
会
常
任
理
事
、日
本
書
芸
院
参
事
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
参
事
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

五
九×

九
一
・
五

草
心
会
蔵

大
き
く
広
や
か
な
文
字
の
懐
と
、行
間
等

の
余
白
が
溶
け
合
い
、作
品
全
体
に
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
表
情
を
生
み
出
し
て
い
る
。分

類
上
、大
字
仮
名
に
分
類
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
が
、大
字
仮
名
と
は
思
え
な
い
細
や
か

さ
が
あ
る
。こ
の
細
や
か
さ
は
、確
か
な
古

筆
学
書
の
裏
付
け
を
物
語
って
い
る
。

「
沫　

雪
」

山
口
南
艸

や
ま 

ぐ
ち　

な
ん 

そ
う

沫
雪
の

ほ
ど
ろ
ほ
ど
ろ
に

降
り
敷
け
ば

平
城
の
京
し

思
ほ
ゆ
る
か
も



額
装

一
点

紙
本
墨
書

一
四
二×

五
〇

草
心
会
蔵

仮
名
は
、縦
書
き
で
連
綿
す
る
こ
と
で
生

ま
れ
た
。仮
名
の
本
来
的
な
美
に
挑
戦
す

る
か
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。横
書
き
で

変
体
仮
名・連
綿
あ
り
、そ
し
て
、カ
タ
カ

ナ・ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト・数
字
を
交
え
る
。か
つ

て
、こ
の
よ
う
な
作
品
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。こ
の
作
は
、山
口
南
艸
が
い
か
に
非
凡

で
あ
っ
た
か
を
示
す
ま
さ
に
証
左
と
言
え

よ
う
。

「
ペ
チ
カ
」

山
口
南
艸

や
ま 

ぐ
ち　

な
ん 

そ
う

雪
の
ふ
る
夜
は
た
の
し
い
ペ
チ
カ　

ペ
チ
カ
燃
え
ろ
よ
お
話
し
ま
し
ょ　

む
か
し
む
か
し
よ
燃
え
ろ
よ
ペ
チ
カ

雪
の
ふ
る
夜
は
た
の
し
い
ペ
チ
カ　

ペ
チ
カ
燃
え
ろ
よ
お
も
て
は
寒
い　

栗
や
栗
や
と
呼
び
ま
す
ペ
チ
カ　
　

雪
の
降
る
夜
は
た
の
し
い
ペ
チ
カ　

ペ
チ
カ
燃
え
ろ
よ
じ
き
春
来
ま
す　

い
ま
に
楊
も
萌
え
ま
し
ょ
ペ
チ
カ



山
本
御
舟
一
九
〇
七―

一
九
六
八

や
ま  

も
と　

ぎ
ょ 

し
ゅ
う

宍
栗
郡
下
三
方
村
生
ま
れ
。

桑
田
笹
舟
に
師
事
。

昭
和
三
九
年（
一九
六
四
）青
硯
社
創
設
、

昭
和
四
〇
年（
一九
六
五
）日
展
菊
華
賞
受
賞
、

昭
和
四
二
年（
一九
六
七
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
婦
人
百
科
講
師
と
し
て
出
演
。

日
展
審
査
員
、親
和
女
子
大
学
講
師
な
ど
。



屏
風

一
点

紙
本
墨
書

九
三
・
五×

五
八×

二

個
人
蔵

思
い
切
っ
た
筆
致
に
、大
胆
な
墨
量
の
変

化
。し
か
し
な
が
ら
、仮
名
と
し
て
の
品

位
を
全
く
失
っ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
か
さ

れ
る
。古
筆
学
書
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ
た

伝
統
的
な
散
ら
し
書
き
書
式
と
、近
代

以
降
の
新
し
い
大
字
仮
名
表
現
の
見
事

な
融
合
に
、筆
者
の
セ
ン
ス
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

「
九
條
武
子
の
歌
」
山
本
御
舟

や
ま  

も
と　

ぎ
ょ 

し
ゅ
う

や
ま
桜
今
狂
乱
の
舞
を
ま
ふ

四
月
半
の
山
荘
の
よ
ひ



「
九
條
武
子
の
歌
」

額
装

一
点

彩
箋
墨
書

一
五
〇
・
五×

四
〇
・
五

個
人
蔵

一
行
目
下
部
と
二
行
目
上
部
の
墨
量
が
、

紙
面
に
広
が
り
を
も
た
ら
し
、渇
筆
に
奥

行
き
を
生
む
。連
綿
お
よ
び
筆
の
腹
を
利

か
せ
た
用
筆
か
ら
は
、「
関
戸
本
古
今
集
」

の
影
響
が
看
取
で
き
る
。オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
半
切
二
行
書
で
あ
り
な
が
ら
も
、独
特

な
空
間
構
成
を
見
せ
る
作
で
あ
る
。

山
本
御
舟

や
ま  

も
と　

ぎ
ょ 

し
ゅ
う

千
万
の
寶
は
虚
し
貴
き
は

親
よ
り
つ
づ
く
唯
此
身
の
み



額
装

一
点

紙
本
墨
書

一
四
五×

三
八

個
人
蔵

「
き
く
の
花
」で
墨
量
を
出
す
こ
と
で
重

心
を
低
く
し
て
い
る
が
、
一
行
目
の
書

き
出
し
を
思
い
切
って
下
げ
る
こ
と
で
、紙

面
全
体
と
し
て
の
高
ま
り
を
演
出
す
る
。

極
限
に
ま
で
墨
を
お
と
し
た
渇
筆
が
、作

品
に
奥
行
き
と
透
明
感
を
生
み
出
す
。

「
朝
茶
の
む
」

山
本
御
舟

や
ま  

も
と　

ぎ
ょ 

し
ゅ
う

朝
茶
の
む
僧
し
づ
か
な
り
き
く
の
花



　
　
　
　第
三
部

　兵
庫
の
篆
刻

　
近
代
以
降
、
展
覧
会
芸
術
と
し
て
の
書
の
一
部
と
な
っ
た
篆
刻
は
、
広
大
な
展
示
空
間
の
中
で
、
方
寸
の
印
面

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
世
界
を
壮
大
な
も
の
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
中
国
で
は
古
代
文
字
資
料
の
発
掘
・

発
見
が
相
次
ぎ
、
書
の
歴
史
を
紀
元
前
三
千
年
以
前
に
ま
で
広
げ
た
。
そ
し
て
、
戦
後
に
書
家
達
が
中
国
と
の
交

流
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
古
典
資
料
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
近
代
以
降
の
篆
刻
は
こ
う
し

た
様
々
な
成
果
を
多
い
に
享
受
す
る
こ
と
で
発
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
関
西
に
お
い
て
は
、
梅
舒
適
と
い
う
逸
材
が
現
れ
、
文
人
気
質
を
備
え
た
感
覚
的
と
も
言
え
る

表
現
・
刻
風
は
現
代
篆
刻
に
新
た
な
息
吹
を
も
た
ら
し
、
関
東
の
名
手
・
小
林
斗
盦
と
競
い
合
う
よ
う
に
し
て
現

代
篆
刻
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　
兵
庫
の
篆
刻
は
、
そ
う
し
た
梅
舒
適
の
刻
風
が
、
神
戸
を
中
心
に
根
付
い
た
独
自
の
書
道
文
化
と
組
み
合
わ
さ

る
こ
と
で
、
他
地
域
と
は
少
し
異
な
る
、
篆
刻
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
を
根
付
か
せ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
兵
庫
の
篆
刻
も
ま
た
兵
庫
の
書
の
誇
り
な
の
で
あ
る
。



邉
見
仿
厓
一
九
二
六―

二
〇
一
一

へ
ん　

み　

  

ほ
う  

が
い

兵
庫
県
美
方
郡
生
ま
れ
。

梅
舒
適
に
師
事
。

読
売
書
法
会
参
与
、日
本
書
芸
院
参
事
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
参
事
、

日
本
篆
刻
家
協
会
顧
問
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

一
三
九×

三
五

個
人
蔵

古
来
よ
り
、「
詩
」「
書
」「
画
」「
篆
刻
」の

四
つ
を
四
絶
と
称
し
、文
人
に
必
要
な
教

養
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
。本
作
は
、

朱・白
の
印
を
二
顆
押
印
し
、同
一
紙
面
に

題
と
落
款
を
書
す
。ま
さ
に
、「
書
」と

「
篆
刻
」が
同
源
の
教
養
で
あ
る
こ
と
を
、

こ
の
作
は
物
語
って
い
る
と
言
え
よ
う
。

「
昔
之
得
一者
」

天
得
一
以
清

地
得
一
以
寧

邉
見
仿
厓

へ
ん　

み　

  

ほ
う  

が
い



額
装

一
点

三
四×

四
五
・
五

個
人
蔵

昭
和
に
巻
き
起
こ
っ
た
、書
に
お
け
る「
素

材
」と「
可
読
性
」の
問
題
は
、現
在
進
行

形
の
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。本
作
は
、言
う
な

れ
ば
漢
字
仮
名
交
じ
り（
調
和
体
）の
篆

刻
で
あ
る
。少
な
い
な
が
ら
も
、こ
う
いっ

た
例
は
他
に
も
存
在
す
る
。し
か
し
な
が

ら
、本
作
も
紛
れ
も
な
く
、果
敢
に
前
述

の
テ
ー
マ
に
挑
ん
だ
意
欲
作
に
他
な
ら
な

い
。

「
篆
刻
二
方
」

邉
見
仿
厓

へ
ん　

み　

  

ほ
う  

が
い

地
震
か
み
な
り

火
事
お
や
じ



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

七
〇×

三
六

個
人
蔵

本
作
は
、白
文
の
印
を
一
顆
押
印
、題
と

落
款
を
書
し
、題
材
に
関
連
す
る
と
思
わ

れ
る
画
像
石
風
の
拓
を
紙
面
下
に
配
す

と
い
う
、非
常
に
洒
脱
な
形
式
の
作
品
で

あ
る
。書
画
篆
刻
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、歴

史
や
伝
統
の
上
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
筆
者
の
ス
タ
ン
ス
や
、そ
の
教
養
の
深

さ
の
一
端
を
滲
ま
せ
て
い
る
。

「
桃
李
自
成
蹊
」

邉
見
仿
厓

へ
ん　

み　

  

ほ
う  

が
い

桃
李
自
成
蹊



　
　
　
　第
四
部

　兵
庫
の
前
衛
書

　
一
九
四
〇
年
代
に
起
き
た
抽
象
表
現
主
義
は
、
瞬
く
間
に
世
界
を
席
捲
し
た
。
日
本
の
書
家
達
の
中
に
も
、
そ

う
し
た
流
れ
を
敏
感
に
感
受
す
る
者
が
現
れ
、
現
代
書
道
に
お
け
る
前
衛
書
は
一
気
に
盛
り
上
が
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
上
田
桑
鳩
、
宇
野
雪
村
、
森
田
子
龍
と
い
っ
た
面
々
は
、
み
な
日
本
に
お
け
る
前
衛
書
の
パ
イ
オ
ニ
ア
達
で
あ

る
。
兵
庫
の
前
衛
書
の
先
達
は
、
そ
の
時
代
毎
の
言
葉
を
書
く
〝
書
〟
と
い
う
芸
術
に
お
い
て
、
現
代
の
書
を
作

る
為
に
は
、
古
典
を
学
び
つ
つ
も
そ
の
枠
に
留
ま
ら
な
い
表
現
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
信
念
の
下
に
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
た
。
書
道
史
上
の
古
典
の
伝
統
や
、
西
洋
の
美
術
・
美
学
と
い
う
学
術
的
基
盤
の
上
に
成
立
し
た
そ
の

表
現
は
、
極
め
て
革
新
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
と
し
て
書
壇
か
ら
冷
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

彼
ら
の
信
念
と
そ
れ
に
基
づ
く
書
業
は
〝
書
〟
と
し
て
確
固
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
、
手
島
右
卿
や
井
上

有
一
の
書
を
通
し
て
、
世
界
は
日
本
の
前
衛
書
を
知
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
源
流
に
は
間
違
い
な
く
兵
庫

の
前
衛
書
の
イ
ズ
ム
が
宿
っ
て
い
る
の
だ
。



上
田
桑
鳩
一
八
九
九―

一
九
六
八

う
え　

だ　

 

そ
う 

き
ゅ
う

美
嚢
郡
奥
吉
川
村
生
ま
れ
。

比
田
井
天
来
に
師
事
。

昭
和
五
年（
一九
三
〇
）

泰
東
書
道
院
展
文
部
大
臣
賞
受
賞
、

昭
和 

一 

五
年（
一九
四
〇
）奎
星
会
創
立
、

昭
和
三
六
年（
一九
六一）

サ
ン
パ
ウ
ロ・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
特
別
出
品
な
ど
、

前
衛
書
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
。



屏
風

一
点

紙
本
墨
書

一
三
四×

五
四×

二

武
庫
川
女
子
大
学
付
属
高
等
学
校
蔵

前
衛
書（
墨
象・抽
象
書
と
も
）の
ス
タ
ー

ト
は
、上
田
桑
鳩
が
牽
引
し
た
戦
前
の
書

道
芸
術
社
の
活
動
に
端
を
発
す
る
と
言

わ
れ
る
。本
作
は
、極
限
に
ま
で
墨
の
潤

渇
の
差
を
強
調
し
、鑑
賞
者
に
強
烈
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。し
か
し
な
が
ら
、そ

の
造
形
に
は
北
魏
風
も
見
え
、伝
統
に
裏

付
け
さ
れ
な
が
ら
の
、書
美
の
解
体
と
再

構
築
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
白
楽
天
詩
」

上
田
桑
鳩

う
え　

だ　

 

そ
う 

き
ゅ
う

蝸
牛
角
上
爭
何
事　

石
火
光
中
寄
此
身

隨
富
隨
貧
且
歡
樂　

不
開
口
笑
是
癡
人



宇
野
雪
村
一
九
一
二―

一
九
九
五

う　

  

の　

  

せ
っ  

そ
ん

美
方
郡
大
庭
村
生
ま
れ
。

上
田
桑
鳩
に
師
事
。

昭
和
二
四
年（
一九
四
九
）

第
五
回
日
展
で
特
選
受
賞（
翌
年
連
続
受
賞
）、

昭
和
四
五
年（
一九
七
〇
）

大
阪
万
国
博
覧
会
世
界
美
術
展
出
品
。

大
東
文
化
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
、

教
育・普
及
に
も
貢
献
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

一
三
八×

六
八

武
庫
川
女
子
大
学
付
属
高
等
学
校
蔵

上
田
桑
鳩
に
師
事
し
た
宇
野
雪
村
は
、桑

鳩
の
前
衛
書
運
動
を
よ
り
具
体
化・理
論

化
し
、そ
の
構
築
を
推
し
進
め
た
。本
作

は
、中
国・漢
代
の
刑
徒
磚
を
モ
テ
ィ
ー
フ

に
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、刑
徒

磚
の
表
現
を
借
り
な
が
ら
、紙
面
全
体
に

文
字
を
再
構
築
し
、独
自
の
表
現
を
試
み

て
い
る
。

「
一
期
一
會
」

宇
野
雪
村

う　

  

の　

  

せ
っ  

そ
ん

一
期
一
會



上
松
杜
暘
一
九
一
三―

一
九
八
三

う
え  

ま
つ　

  

と   

よ
う

神
戸
市
生
ま
れ
。

上
田
桑
鳩
に
師
事
。

飛
雲
会
代
表
、兵
庫
県
書
作
家
協
会
理
事
長
、

毎
日
書
道
展
審
査
会
員
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、

兵
庫
の
前
衛
書
の
発
展
に
貢
献
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

三
四
・
五×

四
五

個
人
蔵

「
窟
」の
文
字
の
意
は
、「
ほ
ら
あ
な
」「
あ

な
ぐ
ら
」で
あ
る
。本
作
は
、あ
た
か
も
そ

の
意
を
書
と
し
て
表
現
し
よ
う
と
試
み

た
か
の
よ
う
に
、紙
面
か
ら
は
み
出
さ
ん

ば
か
り
の
黒
の
力
が
、「
ほ
ら
あ
な
」の
深

さ
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

漢
字
の
持
つ
表
象
性
に
注
目
し
、そ
れ
を

強
調
し
た
書
表
現
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ

う
か
。

「
窟
」

上
松
杜
暘

う
え  

ま
つ　

  

と   

よ
う

窟



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

一
三
六×

三
五

個
人
蔵

本
作
の
墨
色
や
筆
触
か
ら
は
、江
戸
時
代

中
期
の
禅
僧
・
白
隠
の
墨
跡
を
想
起
す

る
。ま
た
、禅
僧
の
墨
跡
に
は
棒
図
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
が
、そ
の
類
の

も
の
も
頭
を
よ
ぎ
る
。前
衛
書
運
動
に
関

わ
っ
た
書
家
達
は
、高
い
精
神
性
か
ら
墨

跡
に
大
い
に
注
目
し
た
。本
作
も
、そ
う

いっ
た
流
れ
に
連
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
巖
」

上
松
杜
暘

う
え  

ま
つ　

  

と   

よ
う

巖



上
羅
芝
山
一
九
二
六―

一
九
九
五

う
え　

ら　
　

し   

ざ
ん

美
嚢
郡
吉
川
町
生
ま
れ
。

上
田
桑
鳩
に
師
事
。

飛
雲
会
理
事
長
、兵
庫
県
書
作
家
協
会
理
事
長
、

毎
日
書
道
会
評
議
員
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

六
六×

八
六

兵
庫
県
立
尼
崎
小
田
高
等
学
校
蔵

扇
面
に
筆
線
で
枠
を
施
し
た
中
に
、「
莫

妄
想
」の
三
文
字
を
草
書
で
書
し
て
い

る
。全
体
的
に
重
心
を
上
げ
な
が
ら
脚
部

を
明
る
く
す
る
と
い
う
、伝
統
的
な
扇
面

書
式
の
手
法
で
ま
と
め
て
い
る
。前
衛
書

運
動
に
関
わ
っ
た
書
家
達
が
、伝
統
的
な

書
道
技
法
も
習
得
し
て
い
た
事
実
を
、本

作
は
如
実
に
物
語
って
い
る
。

「
莫
妄
想
」

上
羅
芝
山

う
え　

ら　
　

し   

ざ
ん

莫
妄
想



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

二
〇
四×

六
七

兵
庫
県
立
尼
崎
小
田
高
等
学
校
蔵

本
作
の
表
現
の
根
底
に
は
、恐
ら
く
江
戸

時
代
後
期
の
真
言
宗
の
僧・慈
雲
の
墨
跡

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。一

線
一
線
に
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
、文
字

の
密
度
を
高
め
、一
気
呵
成
に
運
筆
す
る
。

そ
う
いっ
た
揮
毫
光
景
が
、ま
ざ
ま
ざ
と

目
に
浮
か
ぶ
思
い
が
す
る
。

「
一
微
塵
」

上
羅
芝
山

う
え　

ら　
　

し   

ざ
ん

一
微
塵



藤
原
清
洞
一
九
一
四―

二
〇
〇
二

ふ
じ  

わ
ら　

せ
い  

ど
う

加
東
郡
東
条
町
生
ま
れ
。

上
田
桑
鳩・宇
野
雪
村
に
師
事
。

武
庫
川
女
子
大
学
教
授
、飛
雲
会
会
長
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

三
三
・
五×

四
五
・
五

個
人
蔵

昭
和
は
、書
に
お
い
て
大
き
な
変
革
の
時

代
で
あ
る
。前
衛
書
運
動
と
共
に
、手
島

右
卿
ら
を
中
心
に
象
書
運
動（
小
字
数

書
運
動
）が
起
こ
っ
た
。本
作
も
文
字
造

形
を
極
限
に
ま
で
デ
フ
ォ
ル
メ
し
な
が
ら
、

「
耿
」の
一
字
を
大
書
す
る
。ま
さ
に
前

記
の
二
運
動
の
動
き
に
連
な
る
作
品
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

「
耿
」

耿

藤
原
清
洞

ふ
じ  

わ
ら　

せ
い  

ど
う



額
装

一
点

紙
本
墨
書

四
四×

六
八

個
人
蔵

本
作
は
、特
に
線
質
に
お
い
て
、師
で
あ
る

上
田
桑
鳩
の
作
品
の
筆
致
に
極
め
て
近

い
。ま
た
、副
島
蒼
海
の「
積
翠
堂
」等
の

作
品
に
近
い
特
徴
も
示
す
。師
風
も
学
び

な
が
ら
、貪
欲
に
多
方
面
の
書
作
品
か
ら

刺
激
を
受
け
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

「
音
水
湖
畔
」

音
水
湖
畔

藤
原
清
洞

ふ
じ  

わ
ら　

せ
い  

ど
う



額
装

一
点

紙
本
墨
書

六
七×

一
一
五
・
七

個
人
蔵

同
時
代
の
書
作
品
に
も
多
く
見
ら
れ
る

が
、本
作
も
恐
ら
く
、筆
を
二
本
同
時
に

握
っ
て
揮
毫
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。漢

代
の
摩
崖
や
北
魏
の
鄭
道
昭
と
いっ
た
趣

の
、息
の
長
い
線
で
書
し
て
い
る
。紙
面
全

体
に
、白
と
黒
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
す
る
こ

の
作
品
か
ら
は
、前
衛
書
や
小
字
数
書
と

呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
書
作
品
に
お
け
る

絵
画
性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

「
抱
」

抱

藤
原
清
洞

ふ
じ  

わ
ら　

せ
い  

ど
う



道
方
芳
堂
一
九
三
三―

二
〇
一
四

み
ち  

か
た　

ほ
う  

ど
う

神
戸
市
生
ま
れ
。

宇
野
雪
村
に
師
事
。

武
庫
川
女
子
大
学
教
授
、奎
星
会
参
与
、

毎
日
書
道
会
参
事
、飛
雲
会
顧
問
、

兵
庫
県
書
作
家
協
会
顧
問
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
。



額
装

一
点

紙
本
墨
書

三
四
・
五×

二
二
・
五

個
人
蔵

書
に
お
い
て
、点
の
配
置
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。「
霽
」の
字
意
は
、「
は
れ
る
」「
は

れ
わ
た
る
。」で
あ
る
が
、本
作
は
、点
を

主
体
と
し
な
が
ら
文
字
の
中
に
大
き
く

白
を
取
り
込
み
、そ
の
字
意
に
込
め
ら
れ

た
明
る
さ
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

「
霽
」

霽

道
方
芳
堂

み
ち  

か
た　

ほ
う  

ど
う



掛
幅
装

一
幅

紙
本
墨
書

一
三
九×

三
六

個
人
蔵

本
作
は
、師
で
あ
る
宇
野
雪
村
の
書
風
の

影
響
を
色
濃
く
表
出
し
て
い
る
。宇
野
雪

村
は
、理
論
的
に
書
美
を
構
築
し
よ
う
と

し
た
が
、本
作
に
お
け
る
文
字
造
形
の
デ

フ
ォ
ル
メ
か
ら
も
、そ
う
し
た
雪
村
イ
ズ
ム

の
継
承
が
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
。

「
韋
振
詩
」

道
方
芳
堂

み
ち  

か
た　

ほ
う  

ど
う

林
外
雪
消
山
色
静

窓
前
春
淺
竹
聲
寒



井
茂
圭
洞

い
　 

し
げ
　
け
い  

ど
う

〈
役
職
〉

文
化
功
労
者

日
本
芸
術
院
会
員

日
展
理
事

京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授

読
売
書
法
会
最
高
顧
問

日
本
書
芸
院
最
高
顧
問

全
国
書
美
術
振
興
会
名
誉
顧
問

全
日
本
書
道
連
盟
名
誉
顧
問

兵
庫
県
書
作
家
協
会
顧
問

一
東
書
道
会
会
長

日
本
書
道
ユ
ネ
ス
コ
登
録
推
進
協
議
会
副
会
長



井
茂
圭
洞

い
　 

し
げ
　
け
い  

ど
う

「
速
　
總
」

九
〇×

一
七
五

女
鳥
の
わ
が
王
の

織
ろ
す
服
誰
が

料
ろ
か
も

高
行
く
や
速
總
別
の

御
襲
が
料

雲
雀
は
天
に
翔
る
高
行
く
や

速
總
別
鷦
鷯
捕
ら
さ
ね



榎
倉
香
邨

え
の  

く
ら
　 

こ
う  

そ
ん

〈
役
職
〉

日
展
名
誉
会
員

読
売
書
法
会
顧
問

日
本
書
芸
院
最
高
顧
問

全
日
本
書
道
連
盟
顧
問

全
国
書
美
術
振
興
会
顧
問

兵
庫
県
書
作
家
協
会
顧
問

書
道
香
瓔
会
会
長



榎
倉
香
邨

え
の  

く
ら
　 

こ
う  

そ
ん

「
山
を
見
よ
」

六
〇×

一
七
五

山
を
見
よ
　

山
に
日
は
照
る
　

海
を
見
よ
　

海
に
日
は
照
る
　

い
ざ
唇
を
君
　

眼
を
と
ぢ
つ

君
樹
に
よ
り
て

海
を
聴
く
　

そ
の
遠
き
音
に

な
た
の
ひ
そ
む
や

　
　
　 

（
牧
水
）



黒
田
賢
一

く
ろ
　
だ
　  

け
ん 

い
ち

〈
役
職
〉

日
本
芸
術
院
会
員

日
展
副
理
事
長

日
本
書
芸
院
最
高
顧
問

読
売
書
法
会
最
高
顧
問

兵
庫
県
書
作
家
協
会
顧
問

正
筆
会
会
長



「
桜
」六

三×

一
八
一

桜
咲
く
遠
山
鳥
の
し
だ
り
尾
の 

な
が
な
が
し
日
も
飽
か
ぬ
色
か
も

　
　
　
　
　
　  
（
後
鳥
羽
上
皇
）

黒
田
賢
一

く
ろ
　
だ
　  

け
ん 

い
ち



菅
野
清
峯

す
が
　
の
　
　
せ
い  

ほ
う

〈
役
職
〉

毎
日
書
道
展
常
任
顧
問

兵
庫
県
書
作
家
協
会
顧
問

奎
星
会
特
別
顧
問

飛
雲
会
名
誉
会
長



「
鋤
」

菅
野
清
峯

す
が
　
の
　
　
せ
い  

ほ
う

一
三
二×

一
〇
二

鋤



山
根
亙
清

や
ま
　
ね
　  

こ
う  

せ
い

〈
役
職
〉

日
展
会
員

日
本
書
芸
院
董
事

読
売
書
法
展
常
任
理
事

兵
庫
県
書
作
家
協
会
顧
問

正
筆
会
理
事
長



「
き
り
ぎ
り
す
」

八
三×

九
四

夜
を
こ
め
て

麦
つ
く
音
や

き
り
ぎ
り
す

蓮
の
実
の
こ
ぼ
れ

尽
し
て
何
も
な
し

山
根
亙
清

や
ま
　
ね
　  

こ
う  

せ
い



「
窓
の
春
」

山
根
亙
清

や
ま
　
ね
　  

こ
う  

せ
い

一
三
九×

三
七

竹
の
影
　
梅
の
影
あ
り
　
窓
の
春



横
山
煌
平

よ
こ  

や
ま
　
こ
う  

へい

〈
役
職
〉

日
展
特
別
会
員

日
本
書
芸
院
副
理
事
長

兵
庫
県
書
作
家
協
会
顧
問

日
本
書
学
研
究
会
一
先
会
理
事
長

京
都
橘
大
学
名
誉
教
授



「
百
人
一
首
抄
」
横
山
煌
平

よ
こ  

や
ま
　
こ
う  

へい

二
七×

二
二×

二
四

君
が
た
め
　
春
の
の
に
い
で
て
　
わ
か
な
つ
む

わ
が
こ
ろ
も
で
に
　
雪
は
ふ
り
つつ（
光
孝
天
皇
）

夏
の
よ
は
　
ま
だ
よ
ひ
な
が
ら
　
あ
け
ぬ
る
を

く
も
の
い
づ
こ
に
　
月
や
ど
る
覧（
清
原
深
養
父
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他


